
学界消患
学
界
消
息

読
　
吏
会

昭
和
霊
九
年
十
二
月
例
会

＋
二
月
＋
二
H
午
後
蒔

　
新
巾
岡
を
訪
ね
て

昭
瀦
四
〇
年
二
月
例
会

二
月
十
三
日
　
午
後
　
時

　
ご
毛
作
の
起
源
に
つ
い
て

気
勢
大
越
学
科
第
二
教
室

　
　
　
　
　
玉
絹
　
禎
秀

人
文
地
理
学
会

第
五
七
回
例
会

三
十
九
年
十
二
H
置
日

　
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
国
土
計
漸

　
琵
琶
湖
西
岸
の
難
癖
地
形

繁
六
〇
囲
例
会

四
十
年
二
月
六
日

　
郡
家
域
に
関
す
る
一
考
察

　
人
文
地
理
学
と
羅
族
学

　
新
中
園
を
訪
ね
て

於

　京
河大
．n’r・漉ぐ
1＝．1ーン霞

　感
能会
平館

於
京
都
学
芸
大
学

　
　
　
騒
鰯
　
秀
雄

　
　
　
く
一
　
　
マ
靖
ゐ
帽

　
　
　
万
d
　
　
・
－
μ
尉
母

於
　
奈
良
学
芸
大
学

　
　
　
足
利
　
健
亮

　
　
　
コ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
へ

　
　
　
材
　
　
　
　
笈

　
　
　
森
　
　
鹿
三

中
国
瞬
濁
歴
史
・
地
理
学
協
会
・
西
日
本
史
学
会

合
圃
秋
率
学
術
大
会

　
　
　
　
　
於
・
山
獅
大
学
文
理
学
部
・
由
口
縄
文
萬
館

噌
○
月
一
七
日

　
〈
公
醗
講
演
〉

平
氏
と
西
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
　
久
雄

駄
会
史
の
木
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
　
｝
十

一
〇
月
一
八
日

　
〈
濁
史
部
会
〉

浄
御
立
令
の
調
税
舗
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
　
　
充

　
「
欽
明
十
三
年
仏
教
渡
来
説
と
末
法
思
想
」
補
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
円
澄

平
安
遺
文
「
金
眉
文
」
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
＼
寸

田
原
爆
忍
の
軍
｛
事
力

篭
利
藩
に
お
け
る
俵
物
の
生
産
と
集
荷

近
世
西
本
願
寺
教
権
確
立
の
一
過
程

薩
㍑
藩
門
短
目
の
農
業
繰
営

長
崎
貿
易
に
お
け
る
唐
人
船
宿

中松児小木松
村下三E川村崎

　志　国忠英
質朗識治夫一一

幕
末
期
芸
州
藩
に
お
け
る
商
品
経
済
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中

朝
鮮
半
島
と
H
本
嘗
紀
　
　
　
　
　
　
　
重
見

〈
棄
洋
史
部
会
〉

中
園
古
代
農
業
論
に
お
け
る
自
然
観
　
　
寺
地

朝
廷
簾
補
の
幕
職
官
と
随
府
の
幕
職
官
M
　
痒
晦

沿
辺
覧
路
に
於
け
る
保
甲
編
排
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
生

南
宗
財
…
政
に
お
け
る
「
戴
留
」
の
意
義
　
由
内

飾
氏
義
荘
「
租
冊
」
の
紹
介
　
　
　
　
　
伊
原

韓
非
子
忠
孝
篇
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
板
野

ビ
ル
マ
の
名
耗
関
す
る
問
題
点

辰誠
馬治

／i’F．

買置
長弘1｝1健
八介博一

杉
本
直
治
郎

〈
澱
洋
史
部
会
〉

フ
ラ
ン
ス
に
お
悼
る
武
動
臓
醇
の

　
（
O
団
。
ぢ
）
に
つ
い
て

ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革

イ
ギ
リ
ス
革
命
と
ジ
エ
ソ
ト
リ

ベ
ル
リ
ソ
ム
緊
議
晶
隈
後
の
フ
ラ
ン
ス
外
論
父

ア
メ
リ
カ
保
等
烹
槽
我
の
価
酬
備
π
俸
系

プ
ロ
グ
レ
シ
ヴ
イ
ズ
ム

「
シ
ー
ク
ル
」

奥
田
　
明
子

無
煙
　
雅
彦

梶
谷
　
宏
漫

繭
海
　
太
郎

武
購
　
忠
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
革
新
高
義
）
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
本
　
保
信

「
ド
イ
ツ
工
業
全
園
連
盟
扁
の
活
動
と
そ
の
役
倒
に

　
つ
い
て
　
一
斐
八
一
　
九
蟹
　
　
　
　
　
　
宵
川
　
栄
輔

A
地
方
史
部
会
〉

火
内
議
家
臣
園
の
文
化
交
．
渉
　
　
　
　
　
素
意
　
誓
夫

大
内
時
代
の
社
寺
建
築
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
　
伸

長
州
藩
に
お
け
る
嘉
永
二
年
・
の
教
育
面
噺
恥
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
　
太
市

防
長
森
道
教
化
史
の
一
構
想
　
　
　
　
　
伊
藤
　
忠
芳

瀬
…
戸
内
海
地
域
に
お
け
る
式
内
祉
研
究
の
二
、
三
の

　
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
乾
二
鄭

島
津
義
久
の
使
僧
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
野
田
　
緻
夫

近
世
、
の
地
方
知
行
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
指
　
卓
美

〈
地
理
学
部
会
〉

出
口
猿
阿
武
高
猟
に
お
け
る
火
出
墳
蹴
に
よ
る
腰
塞

　
湖
盆
と
流
銘
の
変
化
　
　
　
　
　
　
林
　
　
祥
彦

交
通
蕪
よ
り
み
た
徳
山
の
入
口
吸
引
圏
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
原
．
純
一
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山
口
県
美
禰
地
方
に
お
け
る
弥
生
式
緬
渠
楠
葉
の
立
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
芳
久

山
目
県
の
小
河
谷
平
地
に
お
け
る
条
里
型
置
地
割
の

　
分
布
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
　
藤

壷
日
本
の
カ
ル
ス
ト
地
域
に
お
け
る
ラ
ピ
エ
の
形
能
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
囲
　
清
吉
・
三
浦
　
　
肇

く
考
古
学
罠
俗
学
部
会
V

本
州
西
端
蔀
の
海
岸
段
丘
と
無
土
器
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
忠
熈
・
河
野
　
通
弘

出
口
醸
省
月
崎
遺
跡
下
贋
繊
土
の
縄
文
式
土
器
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
謁
見
　
浩

宝
島
・
大
池
遺
跡
の
調
査
概
報
　
　
　
　
牛
鵬
　
盛
光

小
児
墓
制
に
関
す
る
｝
考
察
　
　
　
隈
　
昭
灘

南
筑
八
女
地
方
に
於
け
る
押
型
文
と
弥
生
期
と
の

関
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎

山
口
県
火
島
久
保
河
内
遺
跡
に
つ
い
て
　
中
野

山
口
県
の
古
式
土
師
器
　
小
野
　
忠
熈
・
中
野

山
口
南
大
内
　
乗
福
寺
の
塔
境
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯

〈
歴
史
教
育
部
会
〉

中
学
校
、
歴
史
教
育
に
お
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子

　
る
指
導
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本

歴
史
学
習
に
お
け
る
興
味
・
関
心
の
探
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村

敬　一孝
紀　人燭光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
昭

歴
史
禦
象
と
時
代
の
流
れ
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
　
浩

久
麿

高
校
歴
史
（
日
本
史
）
教
育
の
改
善
　
　
近
頒
　
吉
夫

　
歴
史
教
育
討
論
会

　
論
題
「
指
導
に
お
け
る
閤
塑
性
と
そ
の
打
解
策
」

　
〈
地
理
教
育
部
会
〉

　
明
治
以
後
の
小
学
校
教
科
欝
に
み
る
地
理
教
育
の

　
　
発
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
本
元
之

　
わ
が
国
農
業
…
の
推
移
と
社
会
教
麿
　
　
　
松
露
　
保
馬

　
小
学
校
祉
ム
瓜
科
に
お
け
る
地
理
学
習
の
系
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
　
廉

　
サ
ン
プ
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
工
業
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稻
井
忠
生

　
高
田
守
学
校
に
お
け
る
地
理
学
習
の
自
然
環
境
取
扱
の

　
　
深
度
と
問
題
点
　
　
　
　
　
福
原
　
博

　
高
等
学
校
の
地
理
学
習
に
お
い
て
野
外
調
査
は
ど
の

　
　
よ
う
に
指
導
し
た
ら
よ
い
か
　
　
　
　
睡
臥
丁
　
　
中
琵

広
島
史
学
研
究
会
　
大
会

一
〇
月
二
四
臼
　
　
於
　
広
島
大
学
文
学
部
・
教
育
学
蔀

　
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　
「
イ
ン
ド
農
村
社
会
の
諸
問
題
」

　
東
南
ア
ジ
ア
農
村
に
お
け
る
イ
ン
ド
農
村
の

　
　
位
鷹
づ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
越
謙
策

　
イ
ン
ド
農
村
に
お
け
る
地
域
的
多
様
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
倉
　
二
郎

　
外
来
文
化
の
受
容
と
固
有
社
会
ー
ケ
ラ
ラ
州
の
場
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
隆
夫

イ
ギ
リ
ス
資
本
と
パ
リ
国
画
隠
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
鮮

イ
ン
ド
の
土
地
改
革
　
　
　
　
　
　
　
葛
原

東
パ
キ
ス
タ
ン
の
現
状
、
実
地
踏
査
　
　
葵
口

総
括
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
越

〈
公
開
講
演
会
〉

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
と
西
　
　
　
　
　
　
　
竹
内

來
晦
ア
ジ
ア
に
お
け
る
農
村
歓
会
の
実
態
と

近
代
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甥
技

〈
目
本
史
部
会
〉

神
功
皇
后
王
十
九
年
紀
の
大
歳
紀
年

養
老
令
の
改
疋
点
に
つ
い
て

奈
良
末
期
の
巡
察
使

室
町
期
剛
蘇
神
社
鋼
い
の
構
成

丹
波
国
霞
岡
荘
の
祉
会
構
造

戦
国
期
奄
利
氏
知
行
利
〃
の
貫
高
に
つ
い
て

安
土
城
下
町
の
性
格

群
動
交
代
制
…
に
つ
い
て

鳥
取
藩
の
海
運
の
発
遅
と
廻
米
輸
送
政
策

大
坂
鉄
座
に
つ
い
て

尾
藤
二
州
の
思
想
に
つ
い
て

山
口
県
の
地
租
改
正
に
つ
い
て

く
東
洋
史
部
会
V

薦
周
時
代
の
里
と
漢
代
の
里
に
つ
い
て

　
　
　
忠
見

　
　
　
　
進

　
　
　
善
美

　
　
　
謙
策

　
　
　
正
三

　
　
　
篤
彦

水
野
　
惟
之

押
部
　
佳
周

矢
田
　
靖
雄

阿
蘇
晶
保
夫

黒
川
　
正
宏

松
岡
　
久
人

福
尾
猛
市
郎

熊
田
　
重
邦

山
中
　
寿
夫

武
井
博
明

頼
　
　
旗
一

小
林
　
　
茂

松
崎
　
　
誠

148　（306）



学界消患

宋
・
元
の
船
戸
に
つ
い
て

劉
四
周
の
　
考
察

明
・
清
時
代
の
水
利
組
織
と
悶
家
権
力

張
勲
の
復
堺
事
件
に
つ
い
て

難
出
国
・
漢
越
国
お
よ
び
盤
起
圏

明
の
国
家
権
力
と
自
治
構
造

歴
史
運
動
の
新
成
果
に
つ
い
て

〈
西
洋
史
蔀
会
〉

ソ
瓢
ソ
改
革
の
背
景

デ
ー
ソ
ロ
ー
地
槽
雷
再
征
服

D
・
ヒ
ュ
…
ム
研
究
の
基
本
的
課
題

パ
ー
ク
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

松
井
　
政
明

藤
沢
　
弘
昌

森
田
　
　
明

高
城
薄
昭

杉
本
萢
治
郎

高
中
　
利
恵

横
山
　
　
英

向
出
　
　
宏

鈴
木
利
章

則
内
　
峰
行

鶴
田
　
濫
治

マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
歴
史
主
義
前
史
の
研
究
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
武
夏
第

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
産
業
祉
雨
曝
義
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
達
朗

諸
資
料
よ
り
見
た
る
独
立
革
命
期
の
ニ
ュ
ー
ヨ
…
ク

　
植
民
地
商
入
の
動
向
に
つ
い
て
　
　
仲
鷹
　
　
光

マ
」
．
デ
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
「
農
業
漱
重
書
の
価
脚
備
脚
体
系
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
期
　
忠
見

〈
地
琿
窩
会
〉

大
竹
・
岩
国
地
区
の
大
工
業
と
そ
の
関
連
中
小
工
業

　
の
類
型
と
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
修
［

広
島
市
の
交
通
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辻
　
尚
文

門
中
写
真
に
よ
る
低
地
域
の
地
形
計
測
の
試
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
村
　
　
浩

朝
鮮
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
　
　
　
　
　
　

赤
木
　
繰
彦

条
里
地
域
の
溝
渠
構
築
の
技
術
　
　
　
　
水
野
　
時
二

南
極
地
名
語
源
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
岡
島
　
米
一

中
：
四
国
地
方
に
お
け
る
新
地
域
計
画
の
地
理
学
的

　
研
究
　
　
　
　
　
中
・
四
二
中
大
学
科
研
グ
ル
ー
プ

〈
考
古
・
罠
俗
部
会
〉

一
九
六
閥
年
度
帝
釈
峡
遺
跡
群
の
調
査

　
　
　
　
松
崎
　
寿
和
・
杉
原
　
瀧
介
・
戸
沢
　
充
期

　
　
　
　
潮
見
　
　
浩
・
藤
田
　
　
等

三
原
帯
天
神
山
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
　
　
宝
子
丸
　
明

島
根
県
古
川
砂
丘
遺
跡
第
西
次
調
査
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
関
　
丈
夫
・
藤
田
　
　
等

く
社
会
科
教
育
部
会
V

親
聯
潤
の
教
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
　
純

社
会
科
教
材
と
し
て
の
門
広
嶋
臨
戦
地
日
誌
」
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
田
　
茂
徳

赴
会
科
に
お
け
る
家
庭
学
摺
と
今
欝
の
家
庭
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
際
　
　
正

入
口
の
地
理
的
記
述
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯

中
∴
崎
根
生
の
歴
・
災
的
思
考
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
海
　
　
厳
・
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井

日
本
思
想
史
研
究
会
　
大
会

昭
和
三
九
年
　
○
月
二
四
臼

崇
男

実
義

滋
郎
・
藤
井
千
之
助

於
東
北
大
学
文
学
部

長
明
の
隠
秘
と
そ
の
精
神
横
…
燈

鎌
倉
時
代
武
家
政
治
の
門
道
理
観
」

神
皇
正
統
記
の
歴
史
観

茶
道
の
成
立
と
歌
学
論

雪
舟
等
揚
の
芸
衛
と
思
想

戦
闘
武
士
の
「
自
由
」
に
つ
い
て

本
贋
寛
長
思
想
に
お
け
る
日
本
的
特
性

樗
牛
の
思
想
転
向
の
背
量

「
恥
」
の
日
本
的
特
性

臼
本
上
代
の
造
庭
思
想

諺
語
》
ω
℃
①
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
イ
ロ
ソ

ー高子石安神玉佐大
柳押型毛乙原懸藤塚
寓　宣　圧邦’博和
夫薫邦忠運男之夫智

佐
々
木
利
三

。
騰
ω
げ
篇
σ
q
窪
＆
6
げ
8
σ
q
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
エ
ア
ハ
ル
ト

美
的
信
仰
の
心
理
構
造

室
町
武
将
の
倫
理
思
想

印
章
の
思
想
史
的
考
察

「
○
月
二
五
碍

歌
入
緒
方
洪
庵
に
つ
い
て
の
試
論

二
宮
難
徳
の
横
本
磁
勲
想

駐
本
の
近
代
化
と
⊥
忠
孝
の
倫
理

湯
浅
泰
雄

小
沢
富
夫

荻
野
ヨ
七
彦

　
日
太
一
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
に
お
け
る

　
　
問
題

　
明
治
後
期
に
お
け
る
「
大
学
」
の
理
念

　
和
辻
哲
郎
と
国
畏
道
徳
論

　
日
本
思
想
史
上
に
お
け
る
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
純
一

上
智
大
学
史
挙
会
　
大
会

上
田
宮
酉
石
心

「
歴
史
」

大
内
原
田
山
田

純　 隆ヨの一一一・一・

洗吉郎良積穣
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昭
瀦
三
九
年
一
〇
月
二
四
、
二
五
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
上
智
火
学

中
世
宗
教
裁
判
の
起
源
と
発
展
に
於
け
る
憶
俗
権
力

　
と
民
衆
の
役
割
に
つ
い
て
　
　
　
　
漆
原
隆
一

「
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
」
に
於
け
る
ジ
・
ン
・

　
オ
ブ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
国
家
観
　
柴
原
　
大
造

榎
木
政
権
と
パ
ー
ク
ス
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
恭
平

カ
ロ
リ
ソ
ガ
ー
の
登
位
と
灘
権
の
転
換
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
崎
　
澄
男

ミ
ル
ト
γ
の
．
、
o
｛
幣
鼠
。
門
ヨ
ρ
¢
o
ニ
ヨ

　
　
　
　
　
曽
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
i

　
図
瓢
σ
q
冨
鄭
O
　
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
亭
艮

イ
ネ
法
典
と
そ
の
史
的
北
日
影
　
　
　
　
　
朝
禽

8
『
o
き
9
ω
U
ρ
～
．
ジ
と
青
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

ゲ
ル
マ
ン
諸
族
の
蔀
族
名
の
研
究
　
　
　
渡
部

森
有
礼
暗
殺
事
件
の
背
景
に
つ
い
て
　
　
織
田

文語
市男

陽報 裕
之

　
五
…
七
加
＋
以
前
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
部
に
お
け

　
る
宗
教
改
革
に
つ
い
て
　
　
」
・
M
・
ド
ミ
ソ
ゲ
ス

欧
．
州
に
お
け
る
秘
密
結
社
の
発
生
に
関
す
る
問
題
の

　
提
趨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
田
雄
次
郎

一
敢
近
の
ア
ジ
ア
吏
研
究
の
一
側
磯
　
　
　
白
鳥
　
芳
郎

〈
公
開
講
演
〉

朝
鮮
役
に
お
け
る
日
明
和
平
交
渉
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
・
シ
ュ
ワ
ー
ー
ア

轟黒

?
…
ア
ジ
ア
山
人
の
構
戒
…
　
　
　
　
　
　
山
本
・
二
郎

東
方
学
会
　
繁
十
四
囲
会
員
．
総
会

昭
型
こ
＋
九
年
幸
　
刃
閥
鐸

　
耶
一
聯
会
議
の
臓
鐸
誌
に
つ
い
て

　
華
押
と
幻
人

　
〈
特
別
獲
観
〉
　
耶
蘇
会
版
展
示

　　於
江富
上永天
　　理
波牧火
夫太学

史
堂
r
△
諏
　
第
｛
ハ
三
回
鵡
人
ム
ム
　
　
　
　
　
　
　
於
　
　
h
果
論
献
志
土
留
宇

昭
和
三
九
年
十
一
月
七
日

〈
公
開
講
演
〉

　
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
文
舳
“
磁
…
に
於
け
る
ア
ジ
ア
…
囲
係
甲
乙

　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
生
成
…

　
平
城
轡
跡
発
掘
調
査
報
告
　
　
　
　
　
　
濫
費
　
札
人

圃
　
．
」
、
一

｝
～
．
ノ
「

〈
鷺
本
史
部
会
〉

天
寿
国
繍
帳
銘
の
諸
本
　
　
　
　
　
　
　
飯
濁

慶
雲
三
年
の
輸
租
折
衷
法
に
つ
い
て
　
　
虎
尾

律
令
勲
位
剃
の
性
格
と
機
能
　
　
　
　
　
野
村

正
税
帳
〆
損
部
分
の
二
一
瓢
の
所
磯
原
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
田

豊
後
國
泥
税
帳
の
復
元
　
　
　
　
　
　
　
井
上

条
里
制
研
究
の
一
方
法
　
　
　
　
　
　
　
倉
田

∫逸玉俊∫＝儲

夫哉穂
康　辰　隆
夫　雄　之

伊
勢
神
宮
領
に
お
け
る
「
鐸
労
職
」
成
立
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
岡
弘

建
治
三
年
日
記
と
、
歎
異
抄
へ
の
新
児
地
導
入
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
　
武
彦

十
爺
盤
紀
箭
期
山
城
国
伏
見
症
に
お
け
る
地
福
の

性
格
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
倉
晴
武

』
守
院
知
行
地
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
中
彦

真
韻
学
に
お
け
る
万
葉
霊
義
の
成
立
・
匪
」
そ
の
思
銅
黛
果

　
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萱
沼
　
紀
子

目
本
近
代
思
想
研
究
の
方
法
上
の
試
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
色
川
　
火
吉

〈
東
洋
史
都
会
〉

楚
の
墓
鎮
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
量
．
　
博
満

漢
代
に
於
け
る
姓
と
姓
鍾
　
　
　
　
　
　
尾
形
　
　
勇

代
繊
法
の
施
行
年
代
と
そ
の
背
景
　
　
　
爾
鴫
　
定
生

晴
末
に
お
け
る
叛
乱
の
勃
発
　
　
　
　
　
布
同
　
潮
鼠

唐
折
衝
府
の
分
窟
問
題
に
関
す
る
…
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
英
夫

ペ
リ
風
蘭
㎝
爆
収
集
の
唐
令
・
の
再
吟
味
　
　
仁
井
田
　
阯

藩
鎮
と
謄
躍
の
財
政
　
　
　
　
　
　
D
・
ト
イ
チ
エ
ト

南
開
財
政
の
癬
…
模
と
経
常
支
出
　
　
　
　
旧
内
　
正
博

モ
ン
ゴ
ル
部
族
制
社
会
に
お
け
る
オ
ボ
フ
（
氏
族
）

　
制
の
論
議
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
村
上
　
正
ニ

ジ
ヤ
ワ
土
候
領
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
零
点
資
本
の

　
参
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
弘
之

　
ヤ
τ
、
フ

清
代
に
お
け
る
抗
租
に
つ
い
て
　
　
　
今
堀
誠
二

萢
慶
と
「
南
風
雑
笹
　
　
　
　
山
本
達
郎

〈
爾
洋
史
部
会
〉

サ
モ
ス
の
櫓
窯
℃
O
一
覧
自
費
ユ
窟
ω
　
　
　
　
清
永
　
昭
次

ロ
ー
マ
元
首
政
…
期
の
兄
ハ
士
の
縫
会
的
地
位
を

　
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
秀
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響＝界亨肖、Ftt，

・
ω
獅
O
欝
肋
O
o
、
理
念
の
成
立
　
　
　
　
　
松
壇
　
　
裕
｝

＋
二
・
三
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
権
力
構
造

　
の
転
換
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
野
義
朗

修
道
院
領
に
お
け
る
臼
由
世
襲
僻
地
舗
と
如
意
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
豊

チ
ャ
ア
ダ
ー
エ
フ
の
歴
史
暫
学
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
娼

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
近
代
の
土
地
問
題
（
一
）
古
田

　
ワ
シ
ン
ト
ン
・
デ
ュ
ポ
イ
ス
鹸
争
と
そ
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿
谷

革
命
的
オ
ブ
・
イ
テ
と
政
党
　
　
　
篠
塚

　
ロ
ス
ト
ウ
の

　
〈
共
通
課
題
報
告
〉

　
「
ド
イ
ツ
保
守
派
の
危
機
意
識
、

　
ド
イ
ツ
保
守
派
の
危
機
意
識
一
序
論
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
田

　
「
祖
園
党
」
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
偉
田
永

　
ゼ
ー
ク
ト
の
対
ソ
政
策
　
　
　
　
　
　
　
鹿
毛

　
「
革
命
の
時
代
」
と
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
岬
、
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅

　
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
…
掌
握
の
背
覧
邦
　
　
　
　
　
西
川

　
　
司
会
　
林
　
健
太
郎
・
村
瀬
　
興
雄

大
塚
史
学
会
　
大
会

昭
和
三
九
年
＝
月
一
四
繕
於

敏

生要
哲継
一一 j

『
経
済
成
長
の
叩
諮
段
階
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
名
田
克
9
一

　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
七
一
三
三
扁

輝
夫
幸
生
　
’

　
立
正
雄

東
京
教
育
大
学

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
ア
ジ
ア
と
近
代
』

　
　
　
　
　
　
（
議
長
・
野
沢
　
　
豊
・
大
江
志
乃
夫
）

報
出
口
［
　
立
憲
改
進
党
に
お
け
る
対
ア
ジ
ア
意
識
の

　
　
　
　
　
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
昭
次

報
此
口
置
　
洋
務
運
動
川
期
の
甜
諮
…
問
題
　
　
　
中
村
　
　
義

＝
月
一
五
H

〈
照
本
史
部
会
〉

関
東
の
古
代
専
院

大
友
氏
の
分
園
支
配
に
関
す
る
一
考
察

菰
戸
幕
府
財
敬
金
融
史
の
一
考
察

化
政
期
文
化
と
そ
の
塞
、
盤

草
葬
罰
「
獲
派
」
に
つ
い
て

大
久
保
政
権
成
立
の
政
治
過
科

大
久
保
政
権
に
お
け
る
経
済
政
策

〈
西
洋
史
部
会
〉

岩田高芳竹流鶴
崎村木署内村岡

黒黒俊　　圭静
之雄輔登誠子夫

ア
マ
ル
ナ
・
王
当
家
の
家
族
関
凹
面
と
蕪
ハ
治
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
形
禎
亮

ヌ
ジ
の
土
器
に
つ
い
て
　
丸
田
　
正
数
・
錐
｛
田
　
和
彦

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
大
学
…
憂
期
講
習
よ
り
帰
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
口
　
勇
次

ビ
ザ
ソ
チ
ソ
芸
衛
に
お
け
る
イ
コ
ン
　
　
松
太
ん
苗
士
男

〈
東
洋
史
部
会
〉

唐
代
黒
焼
伽
期
の
土
豪
と
燕
壮
闘
　
　
　
　
　
伊
㎝
藤
　
語
彦

万
暦
年
問
の
「
磯
税
の
弊
害
翫
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
谷
　
貞
夫

諸
霊
雲
と
仏
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
川
富
士
夫

　
壷
口
の
函
館
統
制
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
吉
醸
　
　
寅

変
法
運
動
と
強
学
会
　
　
　
　
深
沢
秀
男

　
漢
代
の
地
方
商
業
に
つ
い
て
の
「
試
論
　
多
脳
．
狽
介

　
餐
代
の
水
利
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
吉
也

購
の
県
寺
に
つ
い
て
　
　
　
　
山
崎
　
宏

法
政
大
学
史
単
会
　
大
会

昭
和
三
九
年
早
月
｝
四
厚
　
　
於
法
政
火
学

　
蘇
我
・
贋
磁
路
氏
系
図
の
成
立
に
つ
い
て

　
嵯
餓
朝
に
お
け
る
地
方
行
政

　
中
由
道
に
お
け
る
』
材
木
輪
…
送
と
木
閲
鑑

　
岡
山
藩
の
加
損
米
鋼
変
に
つ
い
て

　
晩
年
の
杉
田
玄
自

　
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
と
そ
の
採
訪

　
諸
術
調
所

　
莱
川
所
調
所
の
出
版
検
閲

　
「
大
逆
事
件
」
と
社
会
革
命
党

立
教
大
学
史
学
会
　
大
会

昭
和
ヨ
九
年
ご
月
｝
四
矯
　
　
　
於

　
十
七

　
　
構
造

　
不
罵
丁
斎
ハ
ビ
｝
ノ
ソ
紘
澗

　
古
石
燈
籠
の
炎
酌
研
究

　
一
二
重
県
大
築
起
爆
ハ
燦
～
の
調
査

松森向安片大命一と星
尾　井岡桐貫治原野
章睦　昭一久健栄良
一彦晃男男雄蔵子作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
教
大
学

．
八
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
毛
織
物
工
業
の

若
林
節
子

弓
縁
　
慈
子

歩
幅
　
　
茂
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澗
本
　
　
勇
・
癒
川

平
泉
中
尊
弄
草
綱
年
代
考
　
　
　
　
　
　
中
川

相
模
最
高
鹿
郡
渋
谷
圧
に
つ
い
て
　
　
　
杉
山

鳴
治
中
…
期
国
家
主
義
下
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
矢

誕
購
ベ
ト
ナ
ム
農
村
の
現
況
　
　
　
　
　
繭
…
地

　　成昌
1専　グミ　k．1雅

徽
志

ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
的
デ
モ
ク
ラ
シ
｛
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
的

　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

賞
田
賑

革
新
主
義
と
帝
国
主
義
　
　
　
　
有
賀

〈
公
曙
講
演
〉

ソ
ビ
エ
ト
史
学
に
お
け
る
階
級
鰍
国
争
の
闇
》
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

〈
資
料
展
示
〉

史
学
科
研
究
室
瀬
収
資
糾
・
新
収
考
古
資
料

　　虎

貞男基

仏
教
史
学
会
　
繁
十
六
圓
学
術
大
会

昭
和
三
九
年
二
月
二
｝
艮

　
　
　
　
　
　
　
於
閥
天
王
寺
学
園
女
子
短
期
大
学

パ
ガ
ン
の
仏
教

蘇
悉
地
儀
軌
の
系
統
に
つ
い
て

大
同
縁
起
と
御
手
印
縁
起

狭
出
隅
所
と
勤
操

フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
の
現
状
に
つ
い
て

〈
講
演
〉

盤
徳
太
子
と
そ
の
時
代

閥
天
王
寺
建
立
の
沿
革

編井摺真工
井上岸鋼藤

　　宏俊成文

雅薫教照樹

出　田

va日

常円
績澄

　
〈
懸
天
王
寺
史
料
展
＞

B
本
史
研
究
会
　
大
会

昭
和
三
九
年
一
一
屑
㎜
＝
臼

　
く
個
別
報
告
V

　
古
代
末
期
の
窯
業
生
産
に
っ
、

て

解
説
赤
松
俊
秀

　
国
籍
領
の
貴
族
的
領
有
と
守
護
領
園

　
幕
藩
体
制
社
会
解
体
過
程
の
諸
問
題

　
絶
対
主
義
の
理
論
的
再
検
討

　
中
央
線
の
建
設
と
地
方
の
対
応

一
…
月
工
二
駐

　
大
会
テ
ー
マ

　
律
令
鰯
成
立
期
の
身
分
と
階
級

　
中
批
後
期
の
階
級
構
｝
成

　
近
世
封
建
社
会
の
成
立
を
め
ぐ
ク
て

　
目
太
・
帝
國
蛍
義
成
週
期
の
祉
鮎
漁
造

龍
谷
大
学
史
学
会
　
大
会

昭
和
三
九
年
十
二
月
五
日
　
　
　
於

　
法
華
験
記
成
立
考

　
六
朝
仏
教
史
の
問
題
点

　
深
草
弥
素
式
遺
跡
の
調
査

於
立
命
館
大
学

原下津青鷺
紅了山田沼縞

勝三秀　 覆
工郎叢論一

〈
歴
史
の
爾
期
と
階
級
関
係
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
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田
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掛
谷
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平彦三昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
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学
麟
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館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
石
　
光
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
部
　
松
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
網
干
　
善
教

「
明
神
玉
露
蟄
販
秀
楽
日
本
属
珊
認
否
」
に
つ
い
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大
庭
　
　
脩

く
単
徳
講
演
》

線
分
寺
下
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
　
　
　
　
井
上
　
　
薫

〈
史
料
展
観
〉

深
草
遺
跡
出
土
品
展
観
　
　
　
　
解
説
　
網
干
　
善
教

訂
正
　
四
八
巻
青
写
所
…
載
　
米
田
賢
次
郎
門
概
謂
『
葺

民
要
衛
巻
頭
雑
説
』
に
つ
い
て
扁
に
、
次
の
誤
植

が
あ
り
ま
し
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の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
一
三
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｝
貝
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段
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行
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（
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耕
）
↓
杷
↓
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忌
（
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・
播
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磨
労
↓
↓
鋤
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）
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蓋
暦
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）
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種
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；
：
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…

一
九
六
五
年
二
　
月
二
五
こ
口
印
酬
刷

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
日
発
行

一
九
六
五
年
三
回
月

史
発
行
所

印
綱
玉

　
　
　
　
　
　
　
定
価
二
四
〇
円

林
　
　
（
第
四
八
巻
第
二
号
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
田
　
　
村
　
　
実
　
造

　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
翫
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社

王52 （310）


